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お
話

　
視
野
と
は
1
点
を
見
つ
め
て
い
る
状
態

で
見
え
る
範
囲
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
視

野
検
査
は
病
気
に
よ
っ
て
そ
の
見
え
る
範

囲
が
狭
く
な
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
を
必
要
と
す
る
眼
の
病
気
は
緑
内

障
※
、
視
神
経
炎
、
網
膜
疾
患
な
ど
で
す
。

ま
た
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
命
に
関
わ

る
頭
の
病
気
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
大
変
重
要
な
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
2
種
類
の
視
野
計
を
使
用
し

て
病
気
に
合
っ
た
検
査
を
眼
科
医
の
指
示

の
も
と
視
能
訓
練
士
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
視
野
の
測
定
方
法
と
実
際
に
使

用
す
る
2
種
類
の
検
査
機
器
、
さ
ら
に
視

野
検
査
を
必
要
と
す
る
代
表
的
な
病
気
で

あ
る
緑
内
障
の
例
を
挙
げ
て
お
話
し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
検
査
の
特
徴
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
動
測
定
で
1
点

を
見
つ
め
た
状
態
で
明
る
い
光
や
薄
暗

い
光
を
ラ
ン
ダ
ム
に
点
灯
し
見
え
る
範

囲
を
調
べ
ま
す
。
主
に
中
心
付
近
の
視

野
を
測
り
、
早
期
の
異
常
を
検
出
す
る

こ
と
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
数

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
し
検
査
時
間
も

短
縮
で
き
る
こ
と
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
解
析
も
可
能
で
長
期
的
な
経
過

観
察
が
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
検
査
時
間
は
片
眼
で
10
分
程
度
（
両

眼
で
20
分
程
度
）
で
す
。

　
こ
ち
ら
の
検
査
の
特
徴
は
視
能
訓
練
士
に

よ
る
手
動
測
定
で
1
点
を
見
つ
め
た
状
態
で

明
る
さ
や
大
き
さ
を
変
え
た
光
を
動
か
し
て

見
え
る
範
囲
を
調
べ
ま
す
。
前
者
の
検
査
よ

り
視
野
全
体
の
測
定
が
可
能
で
、
広
範
囲
の

異
常
を
検
出
す
る
こ
と
に
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
視
能
訓
練
士
が
患
者
さ
ま
の
状
態
に

合
わ
せ
て
測
定
で
き
る
の
で
検
査
の
苦
手
な

方
や
小
さ
な
お
子
さ
ま
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
検
査
時
間
は
片
眼
で
15
分
程
度
（
両
眼
で

30
分
程
度
）
で
す
。

静的視野検査　HFA-Ⅱ750　ハンフリーフィールドアナライザー(HF)

HF・GP視野検査の結果一例：正常視野と緑内障視野(右眼)
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動的視野検査　ゴールドマン視野計(GP)其 の ニ

お
わ
り
に

　
眼
科
の
検
査
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
視
能
訓
練
士
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ま
の
た
め
に
ス
タ
ッ

フ
一
同
よ
り
良
い
医
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。

　（
※
）
緑
内
障
に
つ
い
て

　
緑
内
障
は
日
本
人
の
中
途
失
明
原
因
の
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
眼
圧
値
が
高
い
方
に
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
眼
圧
値
が
正
常
の
方
で
も
緑
内

障
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
（
正
常
眼
圧
緑
内

障
）。
一
度
欠
け
た
視
野
は
元
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に

は
定
期
的
な
健
康
診
断
ま
た
は
眼
科
受
診
が
大

切
で
す
。

正常 初期

＜視野の測定方法＞

①　暗室 (暗い部屋 )で検査を行います
②　片眼ずつ検査します (検査しない目をシールで隠します )
③　検査中は終始中心の 1点を見続けます ( きょろきょろすると正しく測れません )
④　機械から提示された光がわかったらブザーを押します

緑内障の全ての方が同じ欠け方をするわけではありません。

中期 末期

中心30度の
視野を検査し
ます。

HF 視野検査
と比べてより
広範囲の検査
が可能です。 鼻側または中心よりもや

や周辺に見えない部分が
出現します。
ここでは視野の異常に気
づかないことが多いで
す。

中心よりも右側の黒いと
ころはマリオット盲点と
呼ばれる正常の方も見え
ない部分です。

初期よりも見えない部分
が徐々に広がります。
片眼では見づらさに気づ
きますが、日常では両眼で
生活しているため気づか
ない方もいます。

見えない部分が全体に広
がり、両眼でも見えづらさ
(暗く見える・物にぶつか
るなど)を訴え、日常生活
にも支障を来します。
中心または周辺視野が残
存しますが、このまま放置
してしまうと最終的に失
明に至ります。
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